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重源の郷

~紅葉だより ~ 地域の魅力を発見し

地域を元気に！

晴天に恵まれた秋の一日、多

くの方に足をお運びいただき、

商工部門・農林業部門・文化

部門・ステージ部門、そして

同時開催の図書館まつりをお

楽しみいただきました。

フェスティバルに関わるみん

なの力で徳地の秋の一大イベ

ントが復活したことは、今後

の活動への大きな活力にもな

りました。

（投稿：山口市徳地フェスティバル実行委員会）

黄金色の大木からゆらゆらと降り
積もった絨毯の上、親子で落ち葉合
戦。谷川沿いに
続く紅葉のトン
ネルを愛犬と散
策。足早に移ろ
う季節を思い思
いに楽しんでい
ました。

（取材：徳地づくり達人塾）

10 月 30 日（日）、八坂小学校で
学習発表会が開催されました。
全校児童による群読の後は、八坂
探検の「おきにいり」発表、「カワ
ラケツメイ茶広め隊」による劇とお
茶の試飲、「八坂っこ 元気プロジェ
クト」によるイルミネーション案の
発表が行われ、地域の方々と子供達
が一緒に盛り上がりました。
楽しさと創意工夫溢れる発表会に
沢山の元気をもらった一日でした。

（取材：徳地づくり達人塾）

3 年ぶりの開催！

１０月３日（月）に、徳地地域ふれあいボランティア
を実施しました。防府高校佐波分校、徳地中学校、各小
学校の生徒・児童と、地域の方々が参加し、共にゴミ拾
いや落ち葉拾いなどの清掃活動を行いました。２年ぶり
の開催でしたが、多くの方々にご参加をいただき、大変
ありがとうございました。学校の垣根を越えて、作業の
仕方など教え合いながら、協力しながら活動をし、各地
で綺麗になったとお褒めの言葉もいただきました。スロー
ガンにもあるように、「まわりの人を大切に、ふるさとを
大切に」できた一日だったのではないかと思います。
このように、徳地地域協育ネットは、学校と地域の方々
とが一緒になって子どもたちを育て、その活動を通じて
まちづくりを推進しています。

活動の様子
（八坂保育園にて）

徳地地域協育ネʛトふɦȜȞʴˁˋʞɻɺߤ

地域の皆さんと
（串地区　天神の滝にて）

紅白の札を上げて
イルミネーション案の投票

銀杏の落ち葉で作ってみました
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■
獅
子
頭
と
の
出
会
い

柚
野
木
小
学
校
の
児
童
が
柚
木

の
古
い
獅
子
頭
と
出
会
っ
た
の

は
、
昨
年
の
９
月
に
山
口
市
歴
史

民
俗
資
料
館
の「
山
口
市
の
神
楽
」

の
展
示
を
見
に
行
っ
た
時
で
し

た
。
そ
の
時
、
奈
良
県
に
も
似
た

よ
う
な
獅
子
頭
が
あ
る
こ
と
も
聞

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
奈
良
の
獅

子
頭
は
、
帝
塚
山
大
学
附
属
博
物

館
所
蔵
の
物
で
、
大
学
の
研
究
に

よ
り
柚
木
と
奈
良
の
ふ
た
つ
の
獅

子
頭
が
徳
地
柚
木
で
同
じ
時
期
に

同
じ
作
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

■
帝
塚
山
大
学
と
の
交
流

ふ
た
つ
の
獅
子
頭
に
よ
り
、

柚
野
木
小
学
校
と
帝
塚
山
大
学

の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
６

月
３
日
に
帝
塚
山
大
学
で
行
わ

れ
た
「
令
和
の
獅
子
頭
の
開
眼

式
」
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、

６
月
６
日
に
帝
塚
山
大
学
の
大

学
院
生
の
福
田
さ
ん
が
来
校
さ

れ
獅
子
頭
の
関
係
を
教
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。

６
月
か
ら
8
月
ま
で
山
口
市

歴
史
民
俗
資
料
館
で
行
わ
れ
た

獅
子
頭
の
展
示
会
で
は
、『
獅
子

頭
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
、

ふ
た
つ
の
獅
子
頭
が
2
0
0
年
の

時
を
超
え
て
再
会
を
果
た
し
ま
し

た
。

■
獅
子
舞
の
継
承

11
月
12
日
に
行
わ
れ
た
柚
野
木

小
学
校
の
さ
わ
や
か
交
流
で
は
、

帝
塚
山
大
学
の
学
生
が
児
童
の
た

め
に
制
作
し
た
重
さ
3
5
0
ｇ
の

「
令
和
の
獅
子
頭
」
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
保
存
会
の
方
々
も

獅
子
舞
の
継
承
の
た
め
に
熱
心
に

指
導
さ
れ
当
日
は
、「
令
和
の
獅

子
頭
」
を
使
っ
た
子
ど
も
獅
子
舞

と
、
地
域
の
獅
子
舞
と
の
共
演
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

重
源
上
人
が
再
建
し
た
東
大
寺

が
見
え
る
場
所
に
あ
る
帝
塚
山
大

学
に
、
徳
地
柚
木
で
作
ら
れ
た
火

伏
せ
の
獅
子
頭
が
あ
る
こ
と
に
、

不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。

（
投
稿
：
柚
野
地
域
づ
く
り
協
議
会
）

ししがしら

獅子頭里帰り

プロジェクト
柚野木小学校柚野木小学校

◆
森
の
中
か
ら
巨
木
を
運
ぶ

あ
ね
〜
な
大
き
な

ひ
の
き檜
を
ど
ね
〜
や
っ
て
運
ん
だ
ん
か
の
〜
。
直

径
2
m
近
く
、
長
さ
4
0
m
も
あ
る
ち
ゅ
う
ん
ぞ
。
三
谷
の
森
か

ら
佐
波
川
ま
で
下
ろ
し
た
ん
じ
ゃ
か
ら
の
〜
。
し
か
も
、
ろ
く
な

機
械
も
な
か
っ
た
8
0
0
年
以
上
も
前
に
の
〜
。

◆
重
源
上
人
の
超
能
力
っ
て
・
・

串
の
法
光
寺
所
蔵
の

あ
ん
よ
う
じ
え
ん
ぎ

安
養
寺
縁
記

に
は
、
実
に
不
思
議
な
能
力
を
持
つ

重
源
さ
ん
の
話
が
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
1
0
0
0

人
も
い
な
け
れ
ば
と
て
も
動
か
な
い

よ
う
な
巨
木
を
70
人
ほ
ど
で
軽
々
と

動
か
し
、
日
が
傾
い
た
頃
に
扇
を
振
れ
ば
た
ち
ま
ち
お
昼
に
な
っ

た
と
か
。
そ
の
扇
は
八
坂
の
妙
寿
院
に
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

◆
袈
裟
掛
け
の
傷
が
残
る
袈
裟
岩
様

　
重
源
さ
ん
が
徳
地
の
杣
山
に
入
っ
て
加
持
祈
祷
を
し
た
の
が
、

梶
畑
じ
ゃ
っ
た
ん
ぞ
。
着
ち
ょ
っ
た
袈
裟
を

か
た
わ傍
ら
の
岩
に
掛
け
て
、

め
〜
め
も
汗
か
い
た
の
い
や
。

リ
ー
ダ
ー
の
鏡
じ
ゃ
。
そ
の
岩

が
今
も
、
梶
畑
の
袈
裟
岩
堂
に

あ
る
ん
じ
ゃ
げ
な
。
近
く
の
峠

に
ゃ
あ
の
、
ロ
ク
ロ
台
ち
ゅ
う

と
こ
や
石
畳
も
あ
る
げ
な
ぞ
。

そ
り
ょ
〜

つ
こ使
う
て
、
大
き
な
木

を
運
ん
だ
ん
じ
ゃ
ろ
〜
の
〜
。

（
参
考：

ふ
る
さ
と
再
発
見

「
重
源
上
人
の
里
み
て
あ
る

記
」：

松
尾
宗
茂
著
）

（
執
筆：

池
田
特
派
員
）

梶畑の袈裟岩堂
～轆轤に日戻しの扇～

梶畑の袈裟岩堂

かじばた けさいわどう

ろくろ  ひもど おうぎ

日戻しの扇（妙寿院）
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初日にちかう会

「令和５年山口市二十歳のつどい」における徳地地域集合写真について

文殊岳に登って、「初日にちかう会」に参加しませんか。

◎登頂スケジュール
文殊岳入口臨時駐車場【文殊岳入口向かい側】
↓
集合場所【文殊岳登山入口広場】６：５０出発
↓
文殊岳山頂【初日の出は７：２０頃です】
↓
集合場所【文殊岳登山道入口広場】

<注意事項>
・悪天候の場合は中止とします。
（中止の看板を串分館前と、文殊岳入口に立てます）
・路面凍結にご注意ください！
（事故による責任は一切負いません）
【主　催】ゆたかな串を育てる会【後　援】串地域づくり協議会
問合せ先　ゆたかな串を育てる会　会長  ☎０９０-５３７５-３４０１
＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、中止または内容を変更
する場合があります。ご了承ください。

　 「令和５年山口市二十歳のつどい」が１月８日（日）に開催されます。式典会場での地域集合写真が行われないため、地域の皆さんのご協力
により、集合写真の撮影を行います。ご希望の方は、締切日までにお申し込み下さい。

◎日　　時 令和５年１月８日（日）　１２時１０分～

◎場　　所 徳地地域交流センター（徳地地域複合型拠点施設内）２Ｆ　大会議室

◎料　　金 無料（写真は出来上がり次第、郵送いたします）

◎申込方法 電話、窓口またはメールで住所・氏名・連絡先をお知らせ下さい。１２月２９日から１月３日までは、電話、窓口での受付はできません。

◎申込締切 令和５年１月４日（水）

◎そ の 他  撮影者は、徳地地域交流センター職員となります。

脂質異常症についてのお話

いつまでも健康に過ごすために、脂質異常症の予防について学びま
せんか。
【1回目】
◆日　　時 令和５年１月１９日（木）１３：００～１４：３０
◆内　　容 医師講義「脂質異常症について知ろう」
  講師　山口市徳地診療所　院長　中嶋　裕氏
【2回目】
◆日　　時 令和５年１月２３日（月）１３：３０～１５：３０
◆内　　容 栄養講義「知って得する食生活のポイント」 
 講師　市管理栄養士
 運動実技「活動量アップで健康的な身体をつくろう」
 講師　健康運動指導士　澄川　絵里奈　氏
いずれも
◇会　　場 徳地地域交流センター（徳地地域複合型拠点施設内）
◇持参品等 マスク、筆記用具（2回目：飲み物、タオル、動きやすい服装）
◇定　　員 市民先着２０名　　＊要申込み、2日間とも参加できる方
◇申込期間 令和４年１２月１５日（木）～令和５年１月１３日（金）

申込先・問合せ先　総合サービス課　健康づくり担当
  　☎５２-１1１４　FAX ５２-０４４４

長年にわたる民生委員・児童委員としてのご功績が認められ、表彰を受けられました。
地域の方の生活相談や助言を積極的に行うなど、地域福祉の強化発展に尽くされた業績が認められ、授与されたも
のです。

■田中 郁子さん（串）（写真：右）
 山口県民生委員児童委員協議会会長表彰（在籍８年以上）
 山口市社会福祉協議会会長表彰（在籍８年以上）
■玉井 良子さん（島地）（写真：左）
 山口県民生委員児童委員協議会会長表彰（在籍８年以上）
 山口市社会福祉協議会会長表彰（在籍８年以上）

おめでとうございます

新年挨拶・万歳
三唱・記念撮影

温かい豚汁とおしるこを
用意しています。
新春運だめしジャンケン
大会もあるよ！

山口市青少年健全育成市民会議徳地支部事務局（徳地地域交流センター内）
☎０８３５-５２-０２１７　E-mail　tokuji@city.yamaguchi.lg.jp

申
込
先
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すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２

のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３

◆◇図書館だより◇◆ ☎５２－００４３☎５２－００４３

休日・夜間診療のご案内（防府市内）

12 月・1月の開設日
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26
27
28
29

30
31
1
2
3

4
5
6
7
8

9
10
11
12
13

14

　
　
　

【夜間救急病院】( 平日、休日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。
【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
12月１８日（日）

２５日（日）
３１日（金）
1月１日（日）
２日（月）
３日（火）
８日（日）
９日（月）

松本クリニック（国衙） ☎25-2522
光山医院（今市町） ☎22-1361
桑陽病院（車塚町） ☎23-1781
緑町三祐病院（緑町） ☎22-3145
三田尻病院（お茶屋町） ☎22-1110
松本外科病院（天神） ☎22-1409
森下外科・整形外科医院（中西） ☎24-0500
防府胃腸病院（駅南町） ☎22-3339

図書館
休館日

12月／１５・１９・２６・２９・３０・３１
1月／１・２・３・９・１０

　１２月１６日（金）クリスマス会
　　　　２２日（木）めぐみ先生の簡単レシピ
　　１月１２日（木）楽しく食育

　１２月２１日（水）　リースを作ろう
　　１月１１日（水）　パズルを作ろう
　両日とも園庭を開放しています。

【新しく入った資料】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎文学 栞と噓の季節／米澤 穂信  
◎一般書 あなたはもう、自分のために生きていい／Poche 
◎実用書 ひと皿満足スープ／榎本 美沙  
◎ティーンズ 凛として弓を引く 青雲篇／碧野 圭  
◎物語・児童書 ディズニープリンセスのひみつ 100  
◎絵本 こぎつねのとくべつなクリスマス／ポリー・フェイバー， 
 リチャード・ジョーンズ

【企画展示】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎今月のテーマ おいしいはなし
◎絵本 トラからウサギへ☆2022→2023
◎一般 師走エトセトラ☆2022→2023
◎児童・ティーンズ もうすぐクリスマス　もうすぐお正月 

【お知らせ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・講演　徳地と東大寺再建

　 　～徳地から始まる「材木の道」～
第３回：佐波川は古代から〝一級河川〟
日　時：１２月１７日 (土）　１０時～１２時
場　所：山口市立徳地図書館　視聴覚室（定員３０名）
語り手：吉松　桂二 氏（徳地史談会）

・年末年始休館のお知らせ

12 月 29日（木）～ 1月 3日（火）の期間は年末年始の
ため休館します。また、返却ポストは 12 月 28 日（水）
午後 6 時～ 1 月 4 日（水）朝 9 時 30 分まで休止します。
ご不便をおかけ致しますが、よろしくお願いします。

上記の行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容の変更、中止又は延期となる場
合があります。詳しくは上記各行事の問合せ先にご確認ください。

徳地地域づくり協議会では、一般財団法
人自治総合センターの令和４年度一般コ
ミュニティ助成事業を受け、以下の備品
を購入しましたので、ご紹介します。
・会議用カメラ
・HDMI エクステンダー
・ワークテーブル等地域交流スペース用備品
・事務用デスク等事務所用備品
・丸椅子（地域のイベント等などで貸出します）他

宝くじ助成金で

備品を購入

しました

16

21

25

1

10

11

12

健康相談　栄養相談併設（八坂分館）

認知症家族会（やすらぎの会）

出雲地区ラジオ体操・ウォーキング

初日にちかう会

憩いステーションとくぢ（徳地地域複合型拠点施設）

育児相談 栄養相談、母乳相談併設（徳地地域複合型拠点施設）

健康相談（徳地地域複合型拠点施設）

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）出雲地域づくり協議会　 　☎５２－００９５

（問）ゆたかな串を育てる会（会長）　☎０９０－５３７５－３４０１

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

金

水

日

日

火

水

木

（12 月 15 日～1 月 14 日）

12

1
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徳地のバス停 探訪
地域おこし協力隊が行く

バ
ス
停

>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

佐波川は、徳地の中央を屋台骨のように南北に浪々と流
れ、その流域に豊かな自然を育み、様々な歴史と文化をも
たらした徳地のシンボルとして誇れる河川です。
昭和 60 年制定の旧徳地町民歌に「ふるさとは 緑の山に
つつまれて　佐波川の瀬にわかあゆの　おどる清らなとこ
ろです」と歌われ、私の出身校の旧堀中学校歌にも「佐波
の流れは　わがあゆみ --」、旧佐波高校歌にも「佐波の流れ
に潤える --」と歌われています。私たちは子供のころから
佐波川に親しみ、佐波川を誇りに思い、佐波川と共に豊か
な生活を送ってきました。
佐波川は、国が昭和 40 年に指定した１級河川です。治
水上 (洪水防止等 )、利水上 ( 工業用水・農業用水等の確保 )
で国が重要だと認めた河川のことです。山口県では他に岩
国の小瀬川しかありません。山口県を代表する河川の１
つといえます。
平安末期、東大寺は徳地の材木を使って再建されました。
その時、重要な役割を果たしたのが佐波川です。材木の産
地である徳地の杣と結ぶ三谷川、引谷川、島地川などの支
流から運ばれてきた材木は、
佐波川との合流地点の『木津
( 木材の集積場所 )』に集めら
れ、そこから筏を使って河口
まで運ばれました。重源は、
この木津から河口までの
118 ヶ所に『

せき み ず

関水( 川を堰き
止めて、左岸あたりに幅約 3
ｍ、長さ 45ｍくらいの水路を
設けたもの )』を設けて運ん
だといわれています。河口までおよそ 28ｋｍの距離ですか
ら、平均すると約 240ｍごとに設けられたことになり、ま
さに 28ｋｍに渡る大運河が出現したのです。当時としては
画期的なことで、重源が中国 ( 南宋 ) の運河を参考に開発
させたといわれています。この関水は江戸時代に開発され
た佐波川通船の『船通し ( 船の通行路 )』 として利用され、
今日では『井手 (農業用水路 )』 にその面影を残しています。
東大寺再建のために国家的利水事業が行われた佐波川は、
まさに古代から『一級河川』としての役割を果たしていた
のです。

徳地と東大寺再建徳地と東大寺再建

（執筆：吉松　桂二）

観音入口（堀）
地図を見なくてもだいたいの場所にはたどり着
けるようになって、徳地が慣れ親しんだ土地に
なっていると実感します。このあたりは、去年
初めて徳地を訪れたときに通った道です。山を
越えて辿り着いた場所は、自分が想像していた
よりも都会で活気があるなと思いました。今思
えば、暮らしている人の空気感が景色に流れ出
ているような気がします。
徳地の玄関口であり、初めて訪れる人に景色や
空気感が伝わって、一瞬でも目を奪われてくれ
ると嬉しいです。
今は何度も通った慣れ親しんだ道になりました
が、足を止めてみると初めて訪れたときのこと
を思い出します。自分が見て、感じて、良いと思っ
たものを、同じように良いと思ってもらえる人
が増えると良いです。 （河上特派員）

6

～徳地から始まる「材木の道」～～徳地から始まる「材木の道」～
(９)　佐波川は古代から〝一級河川〟

『関水』跡：執筆者撮影


